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第４回ワクチン産業ビジョン推進委員会
平成２０年４月１０日（木）
１４：００～１６：００

最近の感染症の話題について

国立感染症研究所感染症情報センター

多屋馨子、岡部信彦

日本の予防接種スケジュール
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～予防接種を考えるには～

まず、
感染症の予防・感染制御の観点から

国内でVaccine preventable diseasesは年間どの
くらい発生しているか？
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無菌性髄膜炎にはムンプス髄膜炎など、細菌性髄膜炎にはHib,肺炎球菌性髄膜炎などが含まれます。
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感染症発生動向調査より（全数把握疾患）
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百日咳

百日咳の流行が昨年から問題になっています

百日咳の
年別週別定点当たり患者報告数

（国立感染症研究所感染症情報センターHP:感染症発生動向調査より）
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小児科定点からの報告にも関わらず、２０歳以上が３０％をこえる
６-１９歳が約４分の１を占める
年長者へのワクチン接種の必要性は？
米国では、11-12歳でTdapの接種が行われている

百日咳とDPTワクチン

・0歳で発症すると、特に合併症の頻度・致死率が高いの
で、咳があるときは、乳児には近づかないようにする等
の配慮が必要。

・思春期以降、成人で発症した場合、
– 失神、不眠、失禁、肋骨骨折、肺炎
＊特に、神経筋肉疾患の人が発症すると、死亡する場合
がある

・予防
– DPTワクチンの接種（生後3か月以上90か月未満は定
期接種として公費で受けられる）

– 濃厚接触者に対する抗菌薬の予防投薬の必要性
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水痘

ワクチンの接種率は約30％であり、毎年、国内流行を繰り返している。

この後、少し増加し、毎年約37万人分が生産される
生産実績（国内用;人分）
2003年 376，000、2004年 375，000、2005年 378，000、2006年 379，000
細菌製剤協会（ワクチンの基礎２００７より）
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水痘：年別週別定点あたり患者報告数

感染症週報(IDWR)より
http://idsc.nih.go.jp/idwr/kanja/weeklygraph/05varicella.html
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水痘の重症化
• 入院率：2～3人/1000人（Pink Book :CDC NIP より）
• 致死率：1人/6万人（Pink Book :CDC NIP より）
• 合併症

– 皮膚の二次性細菌感染 （膿痂疹、蜂巣炎、膿瘍、敗
血症）

– 脱水
– 肺炎（ウイルス性、細菌性）
– 肝機能異常
– 中枢神経合併症（髄膜炎、脳脊髄炎、脊髄炎、小脳炎、
小脳失調、脳炎、多発性神経炎）

– 血小板減少性紫斑病
– ライ症候群（サリチル酸製剤投与時）



8

0

5

10

15

20

25

30

<1 1-14 15-19 20-29 30+
Age group (yrs)*Deaths per 100,000 cases

Epidemiology and Prevention of Vaccine-Preventable Diseases National Immunization Program
Centers for Disease Control and Prevention：Pink bookより

http://www.cdc.gov/nip/ed/slides/slides.htm

 健康な人における水痘による致死率

保育園における麻疹・風疹・水痘・ムンプスの予防接種・罹患状況
（都内保育所20園9336人：2005年12月1日時点）

100日以上園(9336人)12月1日時点
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定期接種化の必要性

水痘・帯状疱疹による
入院例、死亡例調査実施

厚生労働科学研究費補助金（新興・再興感染症研究事業）
主任研究者：岡部信彦、分担研究者：神谷 齊、浅野喜造、堤 裕幸、多屋馨子
予防接種で予防可能疾患の今後の感染症対策に必要な予防接種に関する研究

水痘は、子どもの軽い病気とあなどれない
高齢化とともに、帯状疱疹予防の必要性が増加する

水痘年齢別入院理由
（平成17年1月～12月、平成18年10月現在（回収率37.3％）
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合併症第1位熱性痙攣、2位肺炎、3位気管支炎、
4位肝機能異常、5位皮膚細菌感染症

この内3名死亡
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帯状疱疹・Ramsay-Hunt症候群年齢別入院患者報告数
（平成17年1月～12月、平成18年10月現在（回収率37.3％）
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数年ごとに規模の大きい流行を繰り返している。
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流行性耳下腺炎：年別週別定点あたり患者報告数

感染症週報(IDWR)より
http://idsc.nih.go.jp/idwr/kanja/weeklygraph/13mumps.html
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流行性耳下腺炎による
入院例、死亡例調査実施

厚生労働科学研究費補助金（新興・再興感染症研究事業）
主任研究者：岡部信彦、分担研究者：神谷 齊、浅野喜造、堤 裕幸、多屋馨子
予防接種で予防可能疾患の今後の感染症対策に必要な予防接種に関する研究

流行性耳下腺炎は、子どもの軽い病気とあなどれない

定期接種化の必要性
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流行性耳下腺炎年齢別入院理由
（平成17年1月～12月、平成18年10月現在（回収率37.3％）
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ムンプスによる睾丸炎・副睾丸炎年齢分布（回収率40.9％）
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小児、特に男児に多い。自然罹患により発生した髄膜炎の報
告はワクチン後髄膜炎の報告の約80倍

ムンプス髄膜炎男女別年齢分布（回収率40.9％）

平成16年1-12月調査
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大阪小児科医会のポスター

麻疹


